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沿岸生態系における炭素フロー：ブルーカーボン研究
Carbon flows in estuarine and shallow waters: blue carbon study
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これまで海洋によるCO2吸収は，外洋で発揮されていて，陸域からの負荷を受ける沿岸海域では有機物が分解する場，
すなわち CO2の放出源と考えられてきた．とりわけ，都市河川が流入し人間活動の影響を受けた内湾は，大量のCO2放
出を伴う富栄養化の進んだ環境価値の低い場所であるとの認識が強かった．ところが近年，沿岸生態系では，熱帯林に
匹敵もしくはそれを上回る高い炭素貯留速度の事例が示されるようになってきた．したがって，沿岸海域はまさに炭素
のmissing sinkとなっている可能性がある．国連環境計画（UNEP）は，海洋で固定される炭素を「ブルーカーボン」と
新たに称し，特に沿岸海域の堆積物中に貯留される炭素ストックの重要性をアピールした．
そこで，「沿岸海域が大気中CO2の吸収源」であるという，新たな仮説を検証することは重要であると考えられるもの

の，陸・河川・外洋の影響を受ける複雑な場という沿岸海域の特性により，実証には手法・労力・解析上の困難が伴う．
したがって，「未知の炭素フロー」の検証作業はすすんでいない．本研究プロジェクトでは，河川－浅海域－沿岸海域，
さらに大気－海水－海底堆積物を含めた広範なかつ長期的な炭素輸送像全体を沿岸生態系ブルーカーボンの研究対象と
し，大気・海水・堆積物における全相（気体・液体・固体）の全炭素（無機態・有機態）の動態（ストック・フロー）を
抜け落ちなく実測し，未知の炭素フローを浮き彫りにすることを目標としている．
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